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県
内
で
は
８
月
以
降
、
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
、
交
通
事
故
死
者
数

が
昨
年
を
上
回
る
非
常
事
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

県
警
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
日
の

う
ち
、
夜
間
の
交
通
事
故
が
全
体
の

６
割
を
占
め
、
時
間
帯
別
で
は
日
没

時
間
帯
の
午
後
４
時
か
ら
７
時
に
事

故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
犠
牲
者
は
、
高
齢
者
の
割
合

が
高
く
、
自
宅
近
く
で
歩
行
中
に
犠

牲
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

交
通
事
故
対
策
と
し
て
、
自
動
車

な
ど
の
ラ
イ
ト
の
光
を
反
射
し
て
周

囲
に
存
在
を
知
ら
せ
る
「
反
射
材
用

品
」
が
効
果
的
で
す
。
悲
惨
な
交
通

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
夕
暮
れ
時

や
夜
間
の
外
出
時
に
は
明
る
い
服
装

を
心
が
け
、
反
射
ベ
ス
ト
や
反
射
タ

ス
キ
、
靴
用
の
反
射
シ
ー
ル
な
ど
の

反
射
材
用
品
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

反
射
タ
ス
キ
は
健
康
課
ま
た
は
各

支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

　

三
豊
市
男
女
共
同
参
画

　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
3
日（
金
）
午
後
2
時
〜

場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

演
題　
『
私
の
人
生
、
出
会
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
』

講
師　

県
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　

会
長　

野
田
法
子　

氏

「
想
像
力
」
を
発
揮
す
る

　　
今
年
６
月
、
高
知
で
行
わ
れ
た

「
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講

座
」
で
、
高
知
新
聞
社
編
集
委
員
の

塚
地
和
久
さ
ん
の
「
子
育
て
支
援
〜

い
ま
高
知
の
現
場
で
〜
」
と
い
う

「
貧
困
の
問
題
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
２
年

前
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
高
校
生
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
11
月
末
、
高
知
市
で
女
子
高
校

生
に
も
話
を
聞
い
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
手
紙
を
書
く
年
齢
で
は
な
い
。

親
に
何
か
ね
だ
る
こ
と
も
な
い
。

『
中
２
の
時
、
12
月
の
は
じ
め
に
親

が
離
婚
を
し
て
。
お
母
さ
ん
と
暮
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
が
や
け
ど
、
そ
の

時
か
ら
私
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
は
な
い

お
母
さ
ん
、
頑
張
っ
て
働
き
ゆ
う
け

ど
、
う
ち
貧
乏
や
し
。
誕
生
日
も
な

い
で
』。
そ
れ
で
も
、
彼
女
に
も
願

い
が
あ
る
。『
も
う
ち
ょ
っ
と
き
れ

い
な
家
に
住
み
た
い
。
お
母
さ
ん
に

言
う
た
。
私
も
バ
イ
ト
し
ゆ
う
し
、

２
万
円
ぐ
ら
い
家
賃
出
す
っ
て
』。

こ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
が
今
高
知
市

に
た
く
さ
ん
い
る
。
ど
う
支
援
す
る

か
が
社
会
全
体
の
課
題
だ
」
と
い
う

話
で
す
。

　

講
話
が
終
わ
り
、
質
問
の
時
間
と

な
っ
た
と
き
、
若
い
女
性
が
マ
イ
ク

を
握
り
、「
事
例
で
出
て
き
た
女
子

高
校
生
で
す
。
今
は
、
市
内
の
児
童

館
で
指
導
員
を
し
て
い
ま
す
。
児
童

の
な
か
に
も
色
々
な
状
況
の
家
庭
の

子
が
お
り
、
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で

い
い
か
考
え
る
こ
と
も
多
い
。
自
分

も
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の
子
た
ち

は
、
周
り
の
人
に
、
自
分
の
お
か
れ

た
現
実
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
は

望
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
心
の
不

安
、
傷
を
癒
や
し
く
れ
る
、
そ
う
い

う
場
所
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

三
豊
市
内
に
も
色
々
な
立
場
の
子

が
い
ま
す
。「
不
登
校
」「
虐
待
」

「
障
が
い
が
あ
る
」「
性
的
少
数
者
」

「
い
じ
め
」「
家
庭
環
境
」「
貧
困
」

「
外
国
人
住
民
」「
被
差
別
部
落
」

な
ど
で
す
。

　

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
見
守

り
育
て
て
き
た
地
域
像
は
、
残
念
な

が
ら
希
薄
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

一
人
で
も
多
く
の
大
人
が
、
子
ど
も

の
痛
み
や
傷
に
想
像
力
を
持
ち
、
寄

り
添
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
教
育
課　

☎
73
・
3
1
3
3 

　

女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ

く
る
こ
と
は
、
男
性
も
、
高
齢
者
も
、

障
が
い
を
持
つ
人
も
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
く
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
で
は
、
昨
年
、
女
性
活
躍
推
進

法
が
成
立
さ
れ
、
女
性
の
活
躍
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
も
、
今
年
4
月
に

三
豊
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を

施
行
し
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

重
点
目
標
に
「
政
策
・
方
針
決
定
過

程
へ
の
女
性
参
画
の
拡
大
」
を
掲
げ
、

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
の
三
豊
市
に
お
け
る
各
種
審

議
会
の
女
性
委
員
比
率
は
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
女
性
比
率
30
％

を
目
指
し
、
次
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

○
女
性
も
各
種
会
議
に
参
加
し
、
積

極
的
に
意
見
を
発
言
し
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
の
団
体
に
お
い
て
、
女
性
の

会
員
を
積
極
的
に
勧
誘
し
、
役
員

に
登
用
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
企
業
に
お
け
る
女
性
参
画
の
推
進

○
男
女
と
も
に
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

○
責
任
あ
る
地
位
へ
の
女
性
の
登
用

を
視
野
に
入
れ
た
能
力
開
発
・
人

材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

○
配
属
・
昇
給
・
昇
進
な
ど
に
性
別

を
理
由
と
し
た
役
割
分
担
や
格
差

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

じ
ん
け
ん
探
訪
53

No.50

目
指
せ

男
女
共
同
参
画
社
会

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

23.9
％

22.2
％

21.3
％

338
人

72
人

86
人

91
人

388
人

381
人

年　

度

女
性
比
率
委
員
総
数
う
ち
女
性

委
員
数

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

※
各
年
4
月
1
日
現
在
に
お
け
る
、地
方
自
治
法
第
2
0
2
条

　

の
3
に
基
づ
く
審
議
会
な
ど

センター

No.7

絵 画

標 語

▶問い合わせ　少年育成センター　☎73－3136

中学校の部
三野津中学校３年
藤田　結子

小学校高学年の部
比地小学校4年
齋賀　明結実

小学校高学年の部
山本小学校5年
石田　華嬉

小学校高学年の部
大見小学校6年
三好　一徳

小学校低学年の部
比地小学校1年
中下　心結

小学校低学年の部
上高瀬小学校3年
小山　実桜

小学校低学年の部
比地小学校3年
道下　大輔

中学校の部
高瀬中学校３年
眞鍋　志野

三豊市青少年健全育成市民会議
 　平成28年度「家族ふれあい・あいさつ運動・わたしの夢」 

絵画・標語の優秀作品 （敬称略）

『ぼくの夢　
　　　地球温暖化　止めること』
　中学校の部　仁尾中学校2年　　吉田　智稀

『よみきかせ　
　　　おひざのうえが　していせき』
　小学校の部　比地大小学校1年　豊田　萌心

『「今日ね・・」と　言葉がつながる　晩ご飯』
　　　中学校の部　　和光中学校1年　　木村　壮吾

『あいさつで　元気と笑顔を　配布中』
　　　小学校の部　　上高瀬小学校6年　藤田　玲南

『あいさつは　みんなうれしい　愛言葉』
　　　小学校の部　　桑山小学校6年　　大森　心愛

最
優
秀

最
優
秀

優
秀

優
秀


